
 

 - 1 - 

定 例 会 議 の 開 催 状 況 

 

１ 日 時 令和６年12月11日（水）午後１時15分～午後３時50分 

 

２ 出席者 斎藤委員長、櫻井委員、和田委員、逸見委員、山田委員 

            本部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、警

備部長、情報通信部長、警察学校長、首席監察官、組織犯罪対策本部

長 

説明補助者 

      公安委員会事務室長、けいさつ相談室長、運転免許センター長、交通

聴聞官、運転免許センターセンター長補佐 

 

３ 議題事項 

 (1) 公安委員会宛て苦情申出に対する通知について 

   公安委員会宛てに届いた警察職員の職務執行に関する苦情申出について、調

査結果報告を基に審議した結果、申出者に対する通知文を決定した。 

 

 (2) 公安委員会宛て文書への対応について 

   公安委員会事務室長から、公安委員会宛てに届いた文書への対応について説

明があり、審議の結果、差出人への対応を決定した。 

 

 (3) 指定自動車教習所に対する行政処分の実施について 

   運転免許センター長から、指定自動車教習所に対する行政処分の実施につい

て説明があり、審議の結果、処分を決定した。 

 

 (4) 特定届出教習所の行う教習課程の取消しについて 

   運転免許センター長から、特定届出教習所の行う教習課程の取消しについて

説明があり、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

 (5) 運転免許関係の意見聴取について 

交通聴聞官から、運転免許取消対象事案16件について、事案内容及び意見聴

取等結果の説明があり、審議の結果、取消し16件の行政処分を決定した。 

 

４ 報告事項 

 (1) 公安委員会宛て苦情申出に対する調査結果について 

けいさつ相談室長から、公安委員会宛てに届いた警察職員の職務執行に関す

る苦情申出について、調査結果の報告があった。 

 

委員から、「警察の対応に非が認められることから、今後、申出者への対応

を適切に行っていただきたい。」旨の発言があった。 

 

委員から、「警察が非を認めたことは評価するが、このようなことはあって
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はならないことだと思う。」旨の発言があった。 

 

委員から、「申出者に対し、通知文が届いた後、警察による対応を適切に行って

いただきたい」旨の発言があった。 

 

 (2) 公安委員会宛て審査請求の受理について（２件） 

   公安委員会事務室長から、公安委員会宛てに提出された運転免許証取消処分

及び運転免許証交付処分に対する審査請求について、報告があった。 

 

 (3) 110番通報の適正利用に向けた広報啓発活動について 

地域部長から、110番通報の適正利用に向けた広報啓発活動について、資料に

基づき報告があった。 

 

委員から、「110番に緊急の対応を要しない相談等の電話が入らないよう、相

談専用電話の広報をすることは大切だと思う。しかし、最近、特殊詐欺の予兆

事案等の相談が増加しているようであるが、相談専用電話がひっ迫するような

ことはないか。」旨の質問があり、地域部長から、「例えば、地理案内や免許

証、落とし物の手続に関する問合せは、110番ではなく、相談専用電話等に電話

するよう広報しているが、警察署の加入電話でも相談を受け付けており対応し

ている。」旨の説明があり、さらに警務部長から、「♯９１１０の相談ダイヤ

ルは警察本部で受け付けているが、件数的に見ても現在の体制で十分対応可能

である。」旨の説明があった。 

 

委員から、「110番通報の誤接が減少したとのことであるが、誤接の対応は警

察にとって無駄な業務であるので、今後も引き続き注意するよう広報していた

だきたい。また、本日、視察してきたが、県警音楽隊を積極的に活用すると良

いと思う。」旨の発言があった。 

 

 (4) 令和６年11月末現在の交通事故発生概況等について 

   交通部長から、令和６年11月末現在の交通事故発生概況等について、資料に

基づき報告があった。 

 

５ その他 

 (1) 渋谷暴動事件の展示場を視察して 

   委員から、「本日、警察学校を視察した際に、昭和46年の渋谷暴動事件で殉

職された中村警部補の遺影のある展示場を拝見した。当時、過激な学生運動が

繰り広げられていた時代であったことを改めて思い出した。中村警部補は治安

維持のために現地へ応援派遣され、警備に当たっている最中に殉職された。本

当に気の毒であったと思うとともに、あのような事件が再び起きないようにし

なければならないと、展示品を見て改めて感じた次第である。」旨の発言があ

った。 
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 (2) 治安維持、殉職の絶無のために 

   本部長から、「中村警部補が殉職されたことは痛恨の極であったと思う。また、

あの時代は、多くの警察官が殉職、負傷された。それらの痛ましい経験につい

て、若い警察官が学び、考えていくためにも、警察学校という場所で当時の記

録を展示することは意義深いことだと思う。私自身も学び、考え続けてまいり

たい。」旨の発言があった。 


